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令和４年神審第４号 

裁    決 

貨物船Ａ灯標衝突事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    海技免許 五級海技士（航海） 

 

本件について、当海難審判所は、理事官小嶋正博出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

受審人ａを戒告する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和３年４月２８日０４時２１分半僅か前 

 兵庫県東播磨港 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 貨物船Ａ 

  総 ト ン 数 ４９９トン 

  全 長 ７４.２０メートル 

  機 関 の 種 類 ディーゼル機関 

   出 力 １,４７１キロワット 
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３ 事実の経過 

  Ａは、船尾船橋型鋼製貨物船で、操舵室前部中央に操舵スタンド、

その左舷側にレーダー２台、右舷側にＧＰＳプロッター等をそれぞれ

備え、ａ受審人ほか４人が乗り組み、空倉のまま、船首２.０メート

ル船尾３.２メートルの喫水をもって、令和３年４月２７日１２時 

００分関門港田野浦区を発し、東播磨港に向かった。 

  ａ受審人は、翌２８日０４時０３分僅か過ぎ東播磨航路第１号灯標

（以下「１号灯標」という。）から２３２.５度（真方位、以下同

じ。）３.８２海里の地点で、前直の一等航海士から引き継いで単独

の船橋当直に就き、東播磨港の航路（以下「東播磨航路」という。）

の北口北西方の掘り下げられた水域（以下「掘り下げ水域」という。）

で錨泊のため、針路を同航路の南口中央に向く０５４度に定めて自動

操舵とし、１２.５ノットの速力（対地速力、以下同じ。）で進行し

た。 

  ａ受審人は、１.５海里レンジでヘッドアップ、船首方が２海里の

オフセンターとしたレーダー及び６海里の範囲を表示したＧＰＳプロ

ッターをそれぞれ作動させて操船に当たり、０４時０７分半僅か過ぎ

１号灯標から２３２度２.８６海里の地点に至り、左舷船首方から自

船に接近する他船（以下「航行船」という。）を認めたことから、航

過距離を確保するため、針路を０８１度に転じて続航した。 

  ａ受審人は、０４時０９分僅か過ぎ１号灯標から２２９度２.６２

海里の地点で、航行船が航過したことから、針路を０５４度に転じて

進行し、０４時１８分僅か前１号灯標から２１２度１,０７０メート

ルの地点に達したとき、東播磨航路第２号灯標（以下「２号灯標」と

いう。）が正船首１,０００メートルのところとなり、その後同灯標

に向首接近する状況であったが、掘り下げ水域付近を見ることに気を



- 3 - 

とられ、２号灯標への接近状況を把握するなど、船位の確認を十分に

行わなかったので、この状況に気付かなかった。 

  こうして、ａ受審人は、２号灯標に向首続航し、０４時２１分半少

し前右舷船首至近に同灯標を認め、手動操舵に切り替えて左舵１０度

をとったものの、及ばず、０４時２１分半僅か前１号灯標から１４２

度４００メートルの地点において、Ａは、船首が０４９度を向き、原

速力で、その右舷船首部が２号灯標に衝突した。 

  当時、天候は晴れで風力２の南南東風が吹き、潮候はほぼ低潮時に

あたり、視界は良好であった。 

  衝突の結果、Ａは、右舷船首部外板に擦過傷を生じ、２号灯標は、

防護枠に曲損、マーキング装置に破損等を生じたが、のち修理された。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件灯標衝突は、夜間、東播磨港南方沖合において、同港に入航する

際、船位の確認が不十分で、２号灯標に向首進行したことによって発生

したものである。 

 ａ受審人は、夜間、東播磨港南方沖合において、同港に入航する場合、

２号灯標に向首接近することのないよう、同灯標への接近状況を把握す

るなど、船位の確認を十分に行うべき注意義務があった。しかるに、同

人は、掘り下げ水域付近を見ることに気をとられ、船位の確認を十分に

行わなかった職務上の過失により、２号灯標に向首接近する状況に気付

かないまま進行して衝突を招き、船体及び２号灯標それぞれに損傷を生

じさせるに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第３号を適用して同人を戒告する。 
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 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和５年２月２８日 

     神戸地方海難審判所 

        審 判 長 審 判 官  池  田  博  美 

 

             審 判 官  下  條  正  昭 

 

             審 判 官  前  田  昭  広 


